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　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．緒　　　　　言　　　　　　　　　　　，
　森林における窒素源を考える場合，その主な供給源は腐植質であるが，腐植質以外に看過し得な
い供給源かおる。それは雨水中の窒素である。雨水中の窒素の量については，今まで多数報告され
ているが時刻，場所により非常に違っているようである。従って，南四国における降下する窒素量
を調査しておくことは必要であると考える。
　木報告は昭和28年と昭和32年の２ヶ年にわたって雨水中の窒素を量った結果である。この報告が
南四国の林地における地力維持の問題に役立つならば幸である。
　本研究に御指導を給わった石井盛次教授，片岡一郎教授に深く感謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．方法および場所
　雨水中の窒素の形態はアンモニア態窒素（ＮＨ３－Ｎ），硝酸態窒素(NO3-N),亜硝酸態窒素
(NO2-N)の３種が主なものである。　ｲ井し亜硝酸態窒素は極めて不安定な上に微量であって窒素
の供給源としては他の二成分に比して無視し得るのでアンモニア態窒素および硝酸態窒素を定量し
た。アンモニア態窒素はネスラーの比色法，硝酸態窒素はフェノール硫酸法によって定量した。
　試料採取場所は高知県南国市物部高知大学農学部構内である。　　　　　　　　　　　´
　　　　　　　　　　　　　　　ｍ．結果および考察
　昭和28年および昭和32年の２ヶ年に南四国の森林に降下した窒素量を示すと次表の通りである。
　　　　　　　　　　　　森林に降下した窒素量　(lha当り）
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　　森林に降下した窒索ｍ　（1 ha,当り）
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　この表におけるlhh当りの窒素量は‾定量の雨水中の窒素量より算出,したものである。
　この実験の個人誤差を調査した結果はアンモニア態窒素の定量においては平均4.7％硝酸態窒素
においては平均2.5％であった。
　両表により椚察されることは窒素量は月により年により，異なり，雨量の増減にも比例しない。
表には示してないが降り続いた雨においても,窒素の召:は変化している。
　昭和28年と昭和32年を比較して見た場合，28年において，アンモニア態窒素と硝酸態窒素の比は
約８：１であり，32年のそれは約９：１である。雨量を比較すると，28年は2,408 mm, 32年は1,932
mmであり，その衣は476 mm であるが窒素の合計を比較すると28年は9,068,504 mg, 32年は
10.995,528 mg であり，その差は1,927,024 mg である。約2kgの差が｡ある。
　窒素の合計と雨量とを調べると28年は，雨量2,408 mm に対し窒素の合計は9,068,504 mg であ
り，32年は雨a 1,932 mm に対し窒素の合計は10,995,528 mg である。32年は28年に比し雨量で
は476 mm も少いのに拘らず窒素の佃:は反対に1.927, 024 mgも多くなっている。。この原因につい
ては不明であるが空中に存在する窒素の絶対量に関係があるのではないかと考えられる。
　次に雨水中の窒素量を林地の養料として考える場合, 20%の硫安に換算すると，雨水11 kg は
1haに55 kg の硫安を供給したことになる。　しかし雨水か林地より流失することを考え林地の養料
として供給される量は地形，場所により著しい差があることハ巴われる。叩土壌に吸収され易いア
ンモニア態窒素が雨水中の窒素の約90％を占めることは林地の養料として極めて有利な状態であ
り，かなり林木の養料として利用されていることゝ考えられる。　　　゛
　エーベルマイア氏はアカマツ１ヶ年1haの生産に必要な窒素量は，大体34 kg であるといってい
るが約10 kg 前後の窒素を雨水か供給していることは窒素源として無視し得ない量と考えられる。
腐植質の乏しいアカマツ林地ではその窒素源としての比重はかなり加わるものと思う。林地に雨水
と共に常に幾らかの窒素を供給していることは林木生育上看過し得ない問題である。
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　　　　　　　　　　　IV.摘　　　　　　要
　１．南四国の森林に降下した雨水中の窒素の中，亜硝酸態窒素を除き，アンモニア態窒素および
硝酸態窒素をはかった。
　２．アンモニア態窒素および硝酸態窒素の合計は1ha当り昭和28年には, 9,068,504 mg, 昭和
32年には, 10,995,528 mg であった。
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